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９
月
に
行
わ
れ
た
第
３
回
村
議
会
定
例
会

で
、
平
成　

年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の

２４

決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
毎
月
の
家
計
を
目
的
ご
と
に
分

け
て
管
理
し
て
い
る
よ
う
に
、
村
で
も
年
間
の

予
算
を『
一
般
会
計
』と『
特
別
会
計
』と
い
う

２
つ
の
財
布
に
分
け
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

こ
の
財
布
に
入
っ
て
く
る
お
金
は
、
皆
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
村
民
税
や
固
定
資
産

税
、
国
や
道
か
ら
の
交
付
金
な
ど
で
す
。

村
が
昨
年
度
、
大
切
な
税
金
な
ど
を
、
ど
の

よ
う
に
使
っ
た
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

村
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
お
金
は
ど
こ
か
ら

入
っ
て
き
た
の
か
、
事
業
を
行
う
た
め
に
ど
の
く

ら
い
の
お
金
を
使
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
決

算
を
見
る
と
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
歳
入
総
額
は　

億
7

24

45

4
4
8
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
2
億
7
0

2
5
万
円
、６．
３
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
主

な
要
因
は
、分
担
金（
道
営
畑
総
担
い
手
支
援
型
事

業
な
ど
）が
4
4
9
7
万
円
、
国
庫
支
出
金（
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
費
補
助
、
公
営
住
宅
建
設
・
改

修
費
補
助
な
ど
）が
6
3
2
8
万
円
、
村
債（
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
施
設
整
備
事
業
、
村
道
舗
装
事
業
、

運
動
広
場
・
農
村
公
園
整
備
事
業
な
ど
）が
3
8
4

7
万
円
、
普
通
交
付
税
が
2
億
2
8
8
0
万
円
な

ど
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

一
方
、歳
出
総
額
は　

億
2
7
5
万
円
と
な
り
、

44

科
目
別
で
は
、
土
木
費（
公
営
住
宅
建
設
・
改
修
事

業
な
ど
）が
1
億
5
0
9
9
万
円
、
民
生
費（
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
施
設
整
備
事
業
な
ど
）が
1
億
3
6

9
4
万
円
な
ど
、
決
算
額
は
前
年
度
と
比
べ
て
2

億
7
0
3
6
万
円
、６．
５
％
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歳
入
歳
出
の
総
額
と
も
前
年
度
よ
り
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
性
質
別
で
見
る
と
、
補
助
費
等（
2
億

7
4
0
4
万
円
）、
普
通
建
設
事
業
費（
1
億
5
6

9
7
万
円
）の
増
加
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

◆歳入
　『村債』
大きな事業を行うなど多額の出
費をするときに国や銀行などか
ら借り入れるお金
　『地方譲与税』
自動車重量税など国税・道税とし
て徴収した後に譲与されるお金
　『地方交付税』
所得税などの国税の一定割合を
国が自治体の財政状況などに応
じて交付するお金
◆歳出
　『物件費』
施設の光熱水費や村の総括的な
事務に使われるお金
　『扶助費』
児童手当や各種医療費の補助な
ど社会保障制度の一環として支
払われるお金
　『補助費など』
特定の目的で行われる事業に対
して村が補助するお金
　『公債費』
　村債（借金）の返済や利息の支払
　いに使うお金

用語説明

3

村　　　民
１人当たり

Ｈ２４年度
決 算 額科　　目

１万５，００８円５，０８９万円議　会　費

２６万５，８２１円９億１４０万円総　務　費

２２万１，６１６円７億５，１５０万円民　生　費

７万５，０３１円２億５，４４３万円衛　生　費

１５９円５４万円労　働　費

１４万４，６１８円４億９，０４０万円農林水産業費

２万６，９０４円９，１２３万円商　工　費

２０万７，８４４円７億４８０万円土　木　費

４万６，１１３円１億５，６３７万円消　防　費

１１万２，９３４円３億８，２９６万円教　育　費

５０７円１７２万円災害復旧費

１８万１，８０８円６億１，６５１万円公　債　費

１２９万８，３６３円４４億２７５万円合　　計

※村民１人当たりの数値はＨ２５年４月１日
現在の人口３，３９１人で割ったものです。

平成２１年度には過疎対策事業債
が増えたことなどから一時増加
しましたが、平成２２年度から減
少傾向にあり、前年度比較５７６万
円減少しています。

公営住宅の建設・改修などに備
えるため１億２０００万円積み立て
るなど、積立金に積み増しした
ことで前年度比較３億５２７９万円
増加しています。

人件費などに村税などがどの程
度充てられているか見ることで
財政の弾力性を測ることができ
ます。７５％以上だと、財政に『ゆ
とり』がないと言われています。

市街地活性化事業
４５９２万円

グループホーム施設整備事業
１億３６７３万円

道営事業負担金
１億９０４７万円

商工業活性化事業
９９１万円

道路改良舗装事業
２億４４２万円

村営住宅等整備事業
１億３２８４万円

Ｈ２４年度の主な事業
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財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比財政健全化判断比率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率

※１　算出数値が黒字で公表数値がないため「－」を記載しています。
※２　借金返済の財源が将来負担すべき額を上回っており、公表すべき数値が

ないため「－」を記載しています。

財政再生基準早期健全化基準判断比率指標名

２０．０％１５．０％　　－※１①実 質 赤 字 比 率

３０．０％２０．０％　　－※１②連結実質赤字比率

３５．０％２５．０％７．１％③実質公債費比率

３５０．０％　　－※２④将 来 負 担 比 率

経営健全化基準判断比率会計名

２０．０％－簡易水道事業特別会計

２０．０％－公共下水道事業特別会計

資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比資金不足比率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率

平
成　

年
に『
地
方
公
共

１９

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
』が
制
定
さ
れ
た

こ
と
で
、『
健
全
化
判
断
比

率
』と
一
部
の
特
別
会
計
な

ど
に
適
用
さ
れ
る『
資
金
不

足
比
率
』の
公
表
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

財
政
健
全
化
判
断
比
率
は

４
つ
の
指
標
に
照
ら
し
合
わ

せ
、『
健
全
段
階
』、『
早
期
健

全
化
段
階
』、『
財
政
再
生
段

階
』の
３
段
階
で
財
政
状
況

の
健
全
度
が
測
ら
れ
ま
す
。

資
金
不
足
比
率
は
、
村
が
運

営
す
る
公
営
企
業
の
会
計
ご

と
に
比
率
を
算
出
し
、
財
政

状
況
の
健
全
度
が
測
ら
れ
、

い
ず
れ
の
数
値
も
大
き
い
ほ

ど
財
政
状
況
が
悪
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

村
の
平
成　

年
度
決
算

２４

は
、
す
べ
て
の
基
準
を
下
回

る
比
率
が
算
出
さ
れ
、
健
全

団
体
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆実質赤字比率
一般会計などの赤字の
程度を指標化し、財政運
営の深刻度を示すもの
◆連結実質赤字比率
全会計の赤字や黒字を
合算し、全体としての赤
字の程度を指標化し、運
営の深刻度を示すもの
◆実質公債比率
借入金の返済額などが、
村税、普通交付税など村
の一般財源となる収入
額に対してどの程度の
割合となっているか、実
質的な公債費の負担の
程度を示すもの
◆将来負担比率
一般会計の借入金や将
来支払っていく可能性
のある負担など、現時点
での残高の程度を指標
化し、将来財政を圧迫す
る可能性が高いかどう
かを示すもの
◆資金不足比率
公営企業の資金不足を、
料金収入の規模と比較
して指標化し、経営状況
の深刻度を示すもの

差引残額
歳　　出
前年度比較

歳　　　入
前年度比較

区　　分

４１６万円５億７，１６５万円５億７，５８１万円国民健康保険
（事業勘定） △５，７７９万円１０，０１７万円４，２３８万円

１０万円４億３，１７９万円４億３，１８９万円国民健康保険
（診療施設勘定） ±０万円２，０３２万円２，０３２万円

１４万円４，４４４万円４，４５８万円
簡易水道事業

△４万円△２，６７３万円△２，６７７万円

１２万円１億５，１８３万円１億５，１９５万円
公共下水道事業

△４万円△６，８３８万円△６，８４２万円

３８万円２億５，１５９万円２億５，１９７万円介護保険事業
（事業勘定） △１９８万円△７２７万円△９２５万円

２７万円１４９万円１７６万円介護保険事業
（サービス事業勘定） ２１万円△１９万円２万円

３０万円４，７７２万円４，８０２万円
後期高齢者医療事業

△２７万円６８４万円６５７万円

５４７万円１５億５１万円１５億５９８万円
合　　計

△５，９９１万円２，４７６万円△３，５１５万円

�交際費の内訳

備　　　　考金　　　　額件数項　　　　目

村内３７件
村外０件

３７万円３７件香料・供花料

慰霊祭供花２万円１件
東松島市
　慰霊祭関係

総会、祭典、
式典など

１２万１，９３６円３１件
総会などの　
祝い酒など

見舞金、土産、
賞品など

２４万２，３４１円１７件そのほか

７５万４，２７７円８６件合　　　　計

平成２４年度に使われた総務費における交際費の
内訳をお知らせします。

用語説明 財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判
断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断
比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比
率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率
ななななななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ををををををををををををををををををををを

財
政
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
を　
　

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

　
　
　
　
　
　
　
     　

公
表
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳入入入入入入入入入入歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳出出出出出出出出出出決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算特別会計歳入歳出決算額額額額額額額額額額額
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳入入入入入入入入入入 １１１１１１１１１１５５５５５５５５５５億億億億億億億億億億５５５５５５５５５５９９９９９９９９９９８８８８８８８８８８万万万万万万万万万万歳入　１５億５９８万円円円円円円円円円円円
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳出出出出出出出出出出 １１１１１１１１１１５５５５５５５５５５億億億億億億億億億億５５５５５５５５５５１１１１１１１１１１万万万万万万万万万万歳出　１５億  ５１万円円円円円円円円円円円
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保育料は月額保育料は月額５５，，０００円です。そ０００円です。そのの
ほかおやつほかおやつ代代・教材費・・教材費・傷害保険料傷害保険料
などが必要ですなどが必要です。。

約５０名約５０名（（小学校１～３年生小学校１～３年生））
定員など

保 育 料

平成２６年度のどんぐり保育園、学童保育所の入所を受け付けます。希望さ
れる方は役場保健福祉課（福祉の里総合センター内）で申し込みの手続きを
してください。申請書類は保健福祉課、どんぐり保育園で配布します。

�入所基準
必要書類基　　準

雇用(見込)証明書①家庭内・外で仕事をしている

母子手帳の写し②妊娠中または出産後間もない

医師の診断書、障害者
手帳の写しなど

③病気や心身に障がいがある

医師の診断書、障害者
手帳の写しなど

④長期療養をしている同居家族
の介護などにあたっている

⑤家庭で災害の復旧をしている

育児休業中の方は育児
休業取得証明書

⑥そのほか①～⑤に類すると村
が認めた場合

児童の保護者の方が
右表①～⑥のいずれか
に該当し、児童の保育が
できないと認められた
場合になります。育児
休業中に伴い、兄や姉の
保育を希望される方も
申請を受け付ける場合
があります。

●申し込み・問い合せ　役場保健福祉課（福祉の里総合センター内）福祉係
�５３－３０００

４月中旬頃に決定し通知します４月中旬頃に決定し通知します。。

６０名（０～６歳までの未就学児童６０名（０～６歳までの未就学児童））

定員など

保 育 料

どんぐり保育園に入所を希望される
方は、保育所入所申込書と確認票を申込
期間中に提出してください。入所基準
を証明する必要書類は１月２４日(金)まで
に提出してください。

用意でき次第、早急に提出してください。(郵送可用意でき次第、早急に提出してください。(郵送可))

保育料の決定に必要な書類

確認内容必要書類　　 必要な方

平成2５年分
所得税

平成２５年分源泉徴収票のコピー給与収入のみの方

平成２５年分確定申告書控のコピー確定申告をした方

平成２６年度住民税申告書控上記以外の方

平成２５年度
住民税

平成２５年度住民税納税通知書または
平成２５年度住民税課税(非課税)証明
書のコピー

平成２５年１月１日
現在、村に住民登録
がない方

学童保育所に入所を希望される方は、
学童保育所入所申請書と確認票を申込
期間中に提出してください。入所基準
を証明する必要書類は１月２４日(金)まで
に提出してください。

どんぐり保育園

学童保育所

保健福祉課で面談の上、
受け付けをします。
郵送やＦＡＸなどでは申
し込みできませんのでご
注意ください。

１０月１５日（火）から１０月３１
日（木）までの、役場開庁
日８時３０分から１７時１５分

担当職員により入所要件
などの調査をします。

入所希望者が定員
を超えた場合は入
所基準で選考しま
す。

不承諾通知書
を送付します。

２月下旬に入所の期間
などをお知らせします。

４月中旬に保育料をお
知らせします。
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��

�

� �

�対面式で「はじめまして」のご挨拶。
�早速畑に繰り出し“畑のダイヤ”小豆
を観察。畑の広さに呆然。�晩ご飯で
使う野菜を収穫。なんと初体験の子も。
�二日目の朝は自分たちで製粉した小
麦粉のパン。その前に小麦のお勉強。
�自分たちで収穫した野菜を自分たち
で調理し“いただきます”。人生初のジ
ンギスカンとして食べました。

　
　

林
漁
業
体
験
を
通
し
て
食
の

林
漁
業
体
験
を
通
し
て
食
の
大大

切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う

　
　
　

切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
とと

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
食
の
絆
を
育
む
会
』が

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
食
の
絆
を
育
む
会
』が
実実

施
し
て
い
る
農
村
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
の

施
し
て
い
る
農
村
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
の
受受

け
入
れ
が
始
ま
り
、
大
阪
府
守
口
市

け
入
れ
が
始
ま
り
、
大
阪
府
守
口
市
にに

あ
る
守
口
東
高
校
の
２
年
生

人
が

あ
る
守
口
東
高
校
の
２
年
生　

人
が
南南

４０４０

十
勝
の
農
漁
業
者
宅
を
訪
れ
ま
し
た

十
勝
の
農
漁
業
者
宅
を
訪
れ
ま
し
た
。。

村
内
で
は
、
こ
の
事
業
に
参
加
し

村
内
で
は
、
こ
の
事
業
に
参
加
し
てて

い
る
小
谷
広
一
さ
ん（
協
和
区
）の
農

い
る
小
谷
広
一
さ
ん（
協
和
区
）の
農
場場

に
、
男
子
生
徒
２
名
が
訪
れ
農
作
業

に
、
男
子
生
徒
２
名
が
訪
れ
農
作
業
をを

体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹

体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介介

し
ま
す

し
ま
す
。。

初
日
は

初
日
は��
田
舎
の
香
水

田
舎
の
香
水
��の
匂
い
に

の
匂
い
に
戸戸

惑
い
な
が
ら
も
大
樹
町
で

惑
い
な
が
ら
も
大
樹
町
で
のの
入
村
式
を

入
村
式
を

済
ま
せ
来
村

済
ま
せ
来
村
。。
畑
の
見
学
や
野
菜
の

畑
の
見
学
や
野
菜
の
収収

穫
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
晩
御
飯
、
そ

穫
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
晩
御
飯
、
そ
しし

て
暗
く
な
っ
て
か
ら
は
満
点
の
星
空

て
暗
く
な
っ
て
か
ら
は
満
点
の
星
空
観観

賞
と
初
め
て
体
験
す
る
こ
と
が
多
く

賞
と
初
め
て
体
験
す
る
こ
と
が
多
く
ああ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
深
夜
２
時
ま
で

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
深
夜
２
時
ま
で
眠眠

れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と

れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。。

翌
日
は
、
前
日
に
自
分
た
ち
で
製

翌
日
は
、
前
日
に
自
分
た
ち
で
製
粉粉

し
て
作
っ
た
パ
ン
で
朝
食
を
と
り
ま

し
て
作
っ
た
パ
ン
で
朝
食
を
と
り
ま
しし

た
。
朝
食
の
後
は
つ
な
ぎ
に
着
替
え

た
。
朝
食
の
後
は
つ
な
ぎ
に
着
替
え
本本

格
的
な
農
業
体
験
の
ス
タ
ー
ト
。
ト

格
的
な
農
業
体
験
の
ス
タ
ー
ト
。
ト
ララ

ク
タ
ー
の
運
転
や
肥
料
袋
の
整
理

ク
タ
ー
の
運
転
や
肥
料
袋
の
整
理
なな

ど
、
お
よ
そ
２
時
間
に
わ
た
り
汗
を

ど
、
お
よ
そ
２
時
間
に
わ
た
り
汗
を
流流

し
ま
し
た
。
休
憩
を
は
さ
み
、
農
作

し
ま
し
た
。
休
憩
を
は
さ
み
、
農
作
業業

機
械
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
じ
ゃ
が

機
械
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
じ
ゃ
が
いい

も
堀
り
を
体
験
し
、
掘
り
た
て
の
じ

も
堀
り
を
体
験
し
、
掘
り
た
て
の
じ
ゃゃ

が
い
も
を
試
食
。
そ
の
後
2
人
は
役

が
い
も
を
試
食
。
そ
の
後
2
人
は
役
場場

を
訪
問
し
岡
出
村
長
と
懇
談
。
岡
出

を
訪
問
し
岡
出
村
長
と
懇
談
。
岡
出
村村

農農
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今
回
の
よ
う
な
受
け
入
れ
を
通

今
回
の
よ
う
な
受
け
入
れ
を
通
じじ

て
、
私
た
ち
は
農
業
と
い
う
職
業
の

て
、
私
た
ち
は
農
業
と
い
う
職
業
の
素素

晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が

晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
でで

き
、
ま
た
生
徒
た
ち
に
教
え
て
も
ら

き
、
ま
た
生
徒
た
ち
に
教
え
て
も
ら
っっ

て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
が
、
生
き
る

て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
が
、
生
き
る
ここ

と
は
食
べ
る
こ
と
や
、
農
業
は
自
分

と
は
食
べ
る
こ
と
や
、
農
業
は
自
分
たた

ち
の
生
活
に
身
近
な
職
業
で
あ
る
こ

ち
の
生
活
に
身
近
な
職
業
で
あ
る
こ
とと

を
少
し
で
も
感
じ
て
、
こ
の
こ
と
が

を
少
し
で
も
感
じ
て
、
こ
の
こ
と
が
楽楽

し
か
っ
た
思
い
出
や
こ
れ
か
ら
の
人

し
か
っ
た
思
い
出
や
こ
れ
か
ら
の
人
生生

の
糧
と
な
れ
ば
私
た
ち
は
幸
せ
で
す

の
糧
と
な
れ
ば
私
た
ち
は
幸
せ
で
す
。。

来
年
以
降
も
喜
ん
で
受
け
入
れ
を
続

来
年
以
降
も
喜
ん
で
受
け
入
れ
を
続
けけ

て
い
き
た
い
で
す

て
い
き
た
い
で
す
。。

大型のトラクタ
ーを実際に畑で
運転し、大規模農
業における農作
業を肌で体験。
のちに「一番楽し
かった」という経
験に。

農作業に使用す
る機械やハウス
などの施設を説
明を受けながら
見学。その機械
の大きさやスケ
ールに驚きの連
続でした。

じゃがいもの収
穫を体験。その
後、家に戻りポテ
トフライとして
調理して味見。
じゃがいものあ
まりのおいしさ
に感動しました。

昼食は十勝名物
の豚丼。ポテト
フライを食べた
にもかかわらず、
「おいしいものは
いくらでも食べ
られます」と話し
すぐに完食。

更別の大自然を
一望できる協和
区の高台へ。「小
さなことなんて
忘れてしまいそ
う」とすっかり更
別のファンにな
った様子。

退村式後、出発時
間が迫っている
ものの別れを惜
しむ生徒。その
姿はたくさんの
経験を通じてひ
と回り成長した
ようでした。

言
葉
に
で
き
な
い
く
ら
い
の
感
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
子
生
徒
２
名

生
き
る
こ
と
は
食
べ
る
こ
と

　
　

受
け
入
れ
農
家　

小
谷
広
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
子
さ
ん

長
か
ら
は「
都
会
で
は
近
所
と
の
絆

長
か
ら
は「
都
会
で
は
近
所
と
の
絆
がが

薄
く
な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
田

薄
く
な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
田
舎舎

は
昔
か
ら
み
ん
な
強
い
絆
で
結
ば
れ

は
昔
か
ら
み
ん
な
強
い
絆
で
結
ば
れ
てて

い
ま
す
。
も
う
あ
な
た
た
ち
と
も
絆

い
ま
す
。
も
う
あ
な
た
た
ち
と
も
絆
でで

結
ば
れ
た
の
で
い
つ
で
も
帰
っ
て
き

結
ば
れ
た
の
で
い
つ
で
も
帰
っ
て
き
てて

く
だ
さ
い
」と
言
葉
を
受
け
ま
し
た

く
だ
さ
い
」と
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。。

昼
食
は
十
勝
名
物
の
豚
丼
を
食
べ
、

昼
食
は
十
勝
名
物
の
豚
丼
を
食
べ
、
カカ

ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
や
協
和
区
の
高
台

ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
や
協
和
区
の
高
台
へへ

行
き
、
更
別
の
大
自
然
に
感
動
し
た

行
き
、
更
別
の
大
自
然
に
感
動
し
た
様様

子
。
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

子
。
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、、

小
谷
さ
ん
と
退
村
式
へ
と
向
か
い

小
谷
さ
ん
と
退
村
式
へ
と
向
か
い
まま

す
。
会
場
の
大
樹
町
に
は
次
々
と
生

す
。
会
場
の
大
樹
町
に
は
次
々
と
生
徒徒

が
集
ま
り
、
２
人
は
友
人
に
会
う
と

が
集
ま
り
、
２
人
は
友
人
に
会
う
と
、、

自
分
た
ち
が
体
験
し
た
こ
と
を
自
慢

自
分
た
ち
が
体
験
し
た
こ
と
を
自
慢
げげ

に
話
し
て
い
ま
し
た
。
退
村
式
後
、

に
話
し
て
い
ま
し
た
。
退
村
式
後
、
記記

念
撮
影
を
し
て
す
ぐ
に
移
動
の
は
ず

念
撮
影
を
し
て
す
ぐ
に
移
動
の
は
ず
でで

し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
小
谷
さ
ん
と

し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
小
谷
さ
ん
と
のの

別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た

別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。。

最
初
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
優
し

最
初
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
優
し
くく

親
切
に
接
し
て
い
た
だ
き
、
す
ぐ
に

親
切
に
接
し
て
い
た
だ
き
、
す
ぐ
に
緊緊

張
が
解
け
ま
し
た
。
大
阪
で
は
体
験

張
が
解
け
ま
し
た
。
大
阪
で
は
体
験
でで

き
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
経
験
さ
せ

き
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
経
験
さ
せ
てて

も
ら
っ
て
、
言
葉
に
で
き
な
い
く
ら

も
ら
っ
て
、
言
葉
に
で
き
な
い
く
ら
いい

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
体
験
は
一

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
体
験
は
一
生生

忘
れ
ま
せ
ん
。
小
谷
さ
ん
の
と
こ
ろ

忘
れ
ま
せ
ん
。
小
谷
さ
ん
の
と
こ
ろ
にに

行
け
て
よ
か
っ
た
と
友
だ
ち
に
も
話

行
け
て
よ
か
っ
た
と
友
だ
ち
に
も
話
そそ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
今
後
の
人

う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
今
後
の
人
生生

で
、
今
回
の
出
会
い
の
よ
う
な「
ご
縁

で
、
今
回
の
出
会
い
の
よ
う
な「
ご
縁
」」

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。。

　

今
回
の
取
材
で
感
じ
た
こ
と
、
そ
れ

は
実
体
験
に
基
づ
く
こ
と
は
何
に
も
優

る
と
い
う
こ
と
。
机
で
学
ぶ
農
業
の
こ

と
よ
り
も
、
現
地
に
足
を
運
び
、
体
験

し
た
こ
と
で
発
せ
ら
れ
た「
ス
ー
パ
ー

で
買
い
物
を
す
る
と
き
に
今
ま
で
は
気

に
し
な
か
っ
た
産
地
を
、
次
か
ら
は
気

に
す
る
と
思
い
ま
す
」と
い
う
生
徒
の

言
葉
。
本
当
の
気
持
ち
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

農
業（
食
）へ
の
理
解
者
が
増
え
る
こ

と
で「
北
海
道
・
十
勝
・
更
別
」の
応
援

団
を
増
や
し
て
い
け
る
可
能
性
を
大
い

に
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
事
業
が

永
く
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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●実施期間　１０月９日（水）～１２月２７日（金）
　　　　　毎週水・金曜日（１３時３０分～１４時００分　　
　　　　　　　　　　　　　  １６時００分～１６時３０分）
●実施場所　福祉の里総合センター集会室
●接種料金・回数

接種回数接種料金（１回あたり）区　　分

２回
（２回目接種は３週間後）

１，０００円１３歳未満の方

１回２，５００円　１３歳以上
６５歳未満の方

１回１，０００円６５歳以上の方

診療所では、インフルエンザワクチ
ンと併用して、高齢者の肺炎で最も多
い原因であるといわれている肺炎球菌
の感染を予防する肺炎球菌ワクチン予
防接種を勧めています。
心臓や呼吸器、肝臓などの疾病や糖
尿病をお持ちの方などの接種をお勧め
しますので、接種についてお気軽にご
相談ください。
●肺炎球菌ワクチン予防接種料　
　一般の方　7,390円
　後期高齢者医療該当者の方　３，０００円

国民健康保険診療所では、次のとおり季節性インフルエンザに対する定期の予防接種を
実施します。

※事前に国保診療所の診療時間内に予約をお願いします。
　例年１１月・１２月は混み合います。早めの接種にご協力く
　ださい。（ワクチンの効果には個人差がありますが、接種
　後２週間から５か月間持続するといわれています。）　
　●問い合せ　国保診療所　�５２‐２３０１

　とかち帯広空港方面から村中心部への
入り口となる道道更別幕別線と道道駒畠
更別線の交差点に、インパクトのある看板
が設置されました。
　看板のデザインは、国際トラクターＢＡ
ＭＢＡ、全日本オープンパークゴルフ、全
日本ママチャリ耐久レースと道外に誇れ
るイベントを強調し、言葉もシンプルなも
のになっています。

　更別農業高校のバックネットに更別農
業高校教育振興会の協力で看板が設置さ
れました。
　看板のモデルに採用された１年生（農業
科）の小野梨久君は「恥ずかしかったけど、
更別のために頑張りました。看板にある
とおり、更別農業高校は実習がたくさんあ
って面白いです。これを見た優秀な後輩
がたくさん入学してほしいです」と話して
くれました。 産業課　商工労働観光係

　　　　西村　悠佑 主事
9

石油類の種別指定数量未満
（火災予防条例により規制）

指定数量
（消防法により規制）種　類

第１種石油類　    ４０㍑以上   ２００㍑未満２００㍑以上ガソリン

第２種石油類 　 ２００㍑以上  １０００㍑未満１０００㍑以上軽油・灯油

第３種石油類  　４００㍑以上  ２０００㍑未満２０００㍑以上Ａ重油

第４種石油類　１２００㍑以上  ６０００㍑未満６０００㍑以上重油

※　異なった種別の危険物を取り扱う場合は、それぞれの指定数量に対する割合を計算し、その 
   合計が１以上となるときに規制の対象となります。

消防署からのお知らせ

危険物の取り扱いについて

　自動車、機械などに使用する軽油やガソリン、Ａ重油などの石油類は、指定された数量（以下
「指定数量」）を超えて貯蔵又は取り扱うことが消防法において禁止されています。また、指定数量
未満であっても南十勝消防事務組合火災予防条例で禁止されています。取り扱うには消防へその
旨の申請し、許可を受ける必要があります。
　なお、危険物の指定数量は、下の表のとおりとなっています。

『医療、保険、年金について』、『道路に
ついて』、『福祉について』、『宅地、建物に
ついて』など、行政が行う仕事についての
相談事はありませんか？
村では行政相談所を設置して村内在住
の行政相談委員が皆さんの相談をお受け
します。相談には特別な手続きはありま
せんので、お気軽にお立ち寄りください。

◆日　　時
　１０月２４日（木）
　午後２時～午後４時
◆場　　所
　社会福祉センター応接室

行政相談委員

　畑　昭子さん
（錦　　町）

●問い合せ　
　役場住民生活課住民活動係

　�５２－２１１２

◆相談担当者

南十勝消防事務組合

更別支署　石山　政一　消防士

　表に記載されている危険物以外にも規制を受ける場合がありますので、詳しくはお問い合せく
ださい。　
　　　　　　　　　　　　●問い合せ　南十勝消防事務組合更別支署予防グループ　�５２－２２０１
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村では、１１月に秋の恒例となる総合健診を行います。

　現代に生きる私達にとって、避けては通れない生活習慣病。その予防・早期発見・重症
化予防には、外からは見えない血液や内臓の状態を定期的に確認することがとても大切で
す。総合健診は、こうした身体の状態を総合的に確認できる機会です。

　仕事や体調などで受け
ることができない場合も
ありますね。
　忙しいとストレス･睡
眠不足･不規則な食事な
どから健康状態が悪化し
やすくなります。結果に
不安もあると思います
が、早めの発見･治療で悪
化や進行を防げます。
　忙しい時だからこそ、
自分の健康や家族の暮ら
しを守るため、健診で自
分の身体と向き合う時間
を作りませんか？

　通院中や体調が良いな
ど様々な理由から健診を
受けていない方もみられ
ます。
　通院中は、治療中の病
気のみ検査するのが通常
です。
　身体の状態を総合的に
診るには健診を受けるこ
とが大切。この機会に一
度受けてみませんか？

　検査値を経年で見
ることができ、その
推移から血管の状態
や生活習慣病の進行
などの確認ができま
す。今年も続けて受
けてください。

がん検診も１年に
　　  １度受けましょう

（大腸がん検診は採便スティックを事前に送ります）

早期発見が
早期治療につながります追加申し込みができます｡

希望の方はご連絡ください。

保健福祉課保健推進係
　中村　真悠子　臨時職員（保健師）

11

〈　健診の日程・内容・料金は、次のとおりです　〉

個人負担額
検査内容

対象者

④

対象者

③

対象者

①②

５，２５０円７００円１，８００円
計測（身長・体重・腹囲）、尿検査、問診、
血圧測定、血液検査、心電図検査

基
本
健
康
診
査 ３００円無料３００円

肺がん検診
（胸部Ｘ線撮影・結核検診を含む）

１，３００円４００円１，３００円胃がん検診（胃バリウム検診）

オ
プ
シ
ョ
ン
検
診

３００円１００円３００円大腸がん検診（便潜血反応２日法）

８００円
前立腺がん検診
（血液検査※５０歳以上の男性のみ）

３００円Ｂ型肝炎検査

３００円
Ｃ型肝炎検査
（４０歳以上で過去に検査を受けたことの
無い方）

９００円骨粗しょう症検査

４００円
エキノコックス症検査
（前回の検査から５年以上経った方、また
は１度も受けたことの無い方）

■検査内容と料金表

■日　　程
１１月６日（水）、７日（木）、８日（金）
１２日（火）、１３日（水）、１４日（木）
■受付時間
午前７時～午前１１時
■場　　所
老人保健福祉センター
■対 象 者
①３０歳代の方（事業所健診を受診さ
れている方は除く）
②国民健康保険に加入されている４０
歳から７４歳の方（今年度、人間ドッ
ク・脳ドックを受診する方は除く）
③診療所で行う『高齢者健診』を申し
込みしていない７５歳以上の方
④上記の①～③に該当しないが、総
合健診希望の４０歳以上の方

■野菜を増やす　　血糖値・ＬＤＬ・血圧・肥満・メタボが改善。ぜひお試しを！

■間食を減らす　　特に夕食後の間食を減らすことが効果的！

■水分を選ぶ　　　缶コーヒーなど甘い飲みものを減らし水やお茶に。一番手軽！

■運動をはじめる　固まった筋肉をストレッチでほぐすことからスタート！！

■禁煙をはじめる　たばこを休んでみませんか？健診を機会にはじめる方もいます！

組み合わせるとさらに効果的！！
今日から試してみませんか？

健診後の相談で、実際に効果のあったポイントをお知らせします。

申し込みや相談などは気軽に保健師
や栄養士に問い合せください。
保健福祉課保健推進係
　　　　　　　　　　　�５３－３０００

保健福祉課保健推進係
　梅本　リカ　主任（管理栄養士）
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上
更
別
神
社
の
秋
季
祭
典
が
行
わ
れ
、

子
供
神
輿
会（
松
橋
克
彦
会
長
）が
中
心
と

な
っ
て
準
備
し
た
３
基
の
み
こ
し
を
上
更

別
幼
稚
園
と
上
更
別
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち　

人
が
担
い
で
上
更
別
市
街
を
練
り
歩

４２
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
神
社
境
内
で
神
事
を
済

ま
せ
健
康
や
豊
作
を
願
い
な
が
ら
元
気
良

く
み
こ
し
を
担
ぎ
出
発
。地
域
の
皆
さ
ん

が
見
守
る
中
、太
鼓
や
笛
の
音
色
を
響
か

せ
な
が
ら「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

と
大
き
な
掛
け
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

み
こ
し
を
担
い
だ
後
は
、小
学
校
の
体

育
館
で
子
供
相
撲
が
行
わ
れ
、大
い
に
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

幼
稚
園
の
園
児
た
ち
に
村
の
農
業
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、村
Ｊ
Ａ
青
年

部（
渡
邉
浩
明
部
長
）の
９
名
が
子
牛
を
連

れ
て
更
別
幼
稚
園
を
訪
れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
で
は
、上
更
別
幼
稚
園
児
と
更

別
幼
稚
園
児
が
青
年
部
の
皆
さ
ん
を
お
出

迎
え
。渡
邉
部
長
の
挨
拶
の
あ
と
、園
児
た

ち
は
恐
る
恐
る
子
牛
と
触
れ
合
い
ま
す
。

は
じ
め
は
ち
ょ
っ
と
し
か
触
れ
ら
れ
な
か

っ
た
子
も
、徐
々
に
顔
や
背
中
を
な
で
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

子
牛
に
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
園
児
た

ち
は
哺
乳
体
験
を
行
い
、青
年
部
の
皆
さ

ん
に
コ
ツ
を
教
わ
り
な
が
ら
、ミ
ル
ク
の

入
っ
た
哺
乳
用
ボ
ト
ル
を
子
牛
の
口
元
に

近
づ
け
、お
母
さ
ん
の
気
分
を
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

  ＪＡ青年部が園児と交流

村
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た

方
々
に
対
し
て
感
謝
と
敬
意
を
表
し
、村

ふ
る
さ
と
館
で　

回
目
と
な
る
更
別
村
敬

６１

老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
に
は
２
３
７
名
が
出
席
。出
席
者
の

労
を
ね
ぎ
ら
う
岡
出
村
長
の
挨
拶
や
木
山

幸
則
村
議
会
議
長
の
祝
辞
に
続
き
、喜
寿

　

名
、米
寿　

名
、白
寿
１
名
を
迎
え
る
方

３１

１５

に
敬
老
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
、村
社
会
福

祉
協
議
会
や
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

は
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
敬
老
会
に
新
た
に
招
か
れ
た

方
は「　

歳
に
な
り
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
気

７５

持
ち
は
若
い
つ
も
り
で
す
。元
気
な
村
民

の
一
人
と
し
て
、村
づ
く
り
に
こ
れ
か
ら

も
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

   敬老会を開催９/１９/１３３

９/１９/１５５

９/９/２２

上
更
別
神
社
の

　
　

秋
季
祭
典

保
育
園
で

　
　

石
窯
完
成

ど
ん
ぐ
り
保
育
園
で
開
園　

周
年
記
念

１０

の
「
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

園
児
や
学
童
に
通
う
児
童
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
多
数
来
場
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
２
０
１
０
年
に
立
ち
上
げ
進

め
て
き
た
「
園
庭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
目

玉
の
ひ
と
つ
、
石
窯
の
「
窯
開
き
」
も
挙

行
。
さ
っ
そ
く
石
窯
で
子
ど
も
た
ち
の
手

作
り
ピ
ザ
が
焼
か
れ
、
み
ん
な
で
お
い
し

く
食
べ
ま
し
た
。

西
山
眞
理
子
園
長
は
「
保
護
者
や
地
域

の
方
の
協
力
で
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
感

激
し
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
で
き
た
石
窯

な
の
で
、
町
内
会
行
事
な
ど
で
自
由
に
使

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

９/９/５５
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　交通安全への願いを込めて ９/１９/１５５   命の大切さを学ぶ

秋
の
交
通
安
全
運
動
の
期
間
中
に
あ
た

る
こ
の
日
、「
更
別
村
交
通
安
全
村
民
集

会
」が
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

村
内
の
事
業
所
や
団
体
な
ど
か
ら　

名
が

８６

参
加
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
岡
出
村
長
が「
今
年
に

入
り
村
内
で
２
度
も
起
き
た
悲
惨
な
事
故

を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
決
意
で
す
」と
挨

拶
。来
賓
の
帯
広
警
察
署
の
宮
腰
憲
章
署

長
か
ら
の
挨
拶
に
続
き
、同
署
交
通
第
一

課
の
栗
山
文
雄
課
長
か
ら
講
話
が
あ
り
、

更
別
村
生
活
安
全
推
進
協
議
会
の
若
園
則

明
会
長
が
住
民
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
参
加
者
は
、道
道
駒
畠
更
別
線

沿
い
で
旗
の
波
作
戦
を
実
施
。道
を
通
る

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

９/２９/２８８

中
央
中
学
校
の
３
年
Ａ
組
の　

名
が
家

２２

庭
科
の
授
業
で
、９
ヶ
月
か
ら
２
歳
ま
で

の
子
ど
も
６
名
と
そ
の
保
護
者
５
名
と
の

ふ
れ
合
い
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
生
徒
か
ら
１
人
１
つ
お
母
さ

ん
に
質
問
。「
産
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う
こ

と
は
？
」と
い
う
質
問
に
は「
子
ど
も
と
気

持
ち
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
る
と

き
」と
優
し
い
表
情
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、３
班
に
分
か
れ
て
子
ど
も
と

交
流
。そ
れ
ぞ
れ
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
と
、笑
顔

の
耐
え
な
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

９
ヶ
月
の
子
ど
も
を
抱
い
た
石
野
泰
佑

君
は「
や
わ
ら
か
く
て
温
か
か
っ
た
で
す
。

そ
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
優
し
い
気
持
ち

に
な
れ
ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

９/２９/２５５

『
集
ｇ
ｏ
体
〜
み
せ
ろ　

僕
ら
の
パ
ワ

！！

ー
〜
』を
テ
ー
マ
に
第　

回
更
別
中
央
中

３６

学
校
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、実
行
委
員
長
の
鑓
水
晶

さ
ん
が「
今
年
の
文
化
祭
も
楽
し
め
る
内

容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。み
な
さ
ん
思

う
存
分
楽
し
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
」と

来
場
者
へ
挨
拶
。オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
２
０
２
０
年
に
開
催
が
決
ま
っ

た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
今
年
の
有
名
人

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
幕
が
開
け
、各
学

年
ご
と
に
ダ
ン
ス
や
歌
、演
芸
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、会
場
に
は
鮮
や
か
に
描
か
れ
た

壁
画
な
ど
が
飾
ら
れ
、訪
れ
た
保
護
者
ら

の
関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
恒
例
と
な
っ
た
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、課
題
曲
と
自
由
曲
を

学
年
ご
と
に
発
表
。美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
響
か
せ
た
３
年
生
に
最
優
秀
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　第３６回更別中央中学校文化祭

オープニングセレモニーはオリンピックがテーマ

華麗にダンスを披露する１年生 大喜利で会場を沸かせた２年生 歌とダンスで実力発揮！３年生
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行
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
・
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詳しくは役場にお問い合せくださ

い。　

●問い合せ

　役場住民生活課戸籍窓口係　�５２－２１１２

　

ササササササササササササララララララララララララリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーママママママママママママンンンンンンンンンンンンのののののののののののの年年年年年年年年年年年年末末末末末末末末末末末末調調調調調調調調調調調調サラリーマンの年末調整整整整整整整整整整整整整

年末調整とは、給料やボーナスから源

泉徴収された所得税の合計額と、１年間

の給与総額に対する年税額との過不足

を年内に精算する手続きのことです。

●年末調整を受ける際の注意点

　◆扶養控除等の申告

扶養親族の有無に関わらず、申

告書を提出しなければ年末調整を

受けることができません。また、

扶養親族に異動があった場合は必

ず申告が必要です。

　◆保険料控除等の申告

社会保険料や生命保険料などは、

申告書を提出することで、金額に応

じ給与所得から控除されます。

　◆住宅借入金等特別控除の申告

最初に控除を受ける年は確定申

告をする必要がありますが、翌年

からは年末調整で控除されます。

●年末調整説明会

村と帯広税務署では、給与を支払

う事業主を対象に年末調整説明会を

開催します。

　◆日　　時

　　１１月１５日（金）　１４時００分から

　◆場　　所

　　社会福祉センター

●問い合せ

　役場住民生活課住民税係　�５２－２１１２

村村村村村村村村村村村村・・・・・・・・・・・・道道道道道道道道道道道道民民民民民民民民民民民民税税税税税税税税税税税税第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３期期期期期期期期期期期期、、、、、、、、、、、、国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険村・道民税第３期、国民健康保険税税税税税税税税税税税税税
第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４期期期期期期期期期期期期納納納納納納納納納納納納期期期期期期期期期期期期限限限限限限限限限限限限はははははははははははは１１１１１１１１１１１１００００００００００００月月月月月月月月月月月月３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１第４期納期限は１０月３１日日日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（（木木木木木木木木木木木木））））））））））））（木） 

　納税には便利で確実な口座振替をご

利用ください。

●問い合せ

　役場住民生活課資産税係・住民税係

　　　　　　　　　　　　�５２－２１１２

　１１月２１日（木）～１２月１５日（日）

　※学院に持参の場合

　　（月）～（金）の８時３０分～１７時１５分

●選考試験日・内容

　１２月２０日（金）

　学力試験（国語、数学）、面接試験

●申し込み・問い合せ

　〒０８０－２４６４

　帯広市西２４条北２丁目１８－１

　北海道立帯広高等技術専門学院

　　　　　　�３７－２３１９　�３７－２７２７

職職職職職職職職職職職職業業業業業業業業業業業業能能能能能能能能能能能能力力力力力力力力力力力力開開開開開開開開開開開開発発発発発発発発発発発発校校校校校校校校校校校校　　　　　　　　　　　　　職業能力開発校　　　　　　　　　
平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年年年平成２６年度度度度度度度度度度度度度入入入入入入入入入入入入校校校校校校校校校校校校生生生生生生生生生生生生募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集入校生募集

　国立北海道障害者職業能力開発校で

は、休職中の障がい者の入校生（訓練期

間は１年または２年）を募集していま

す。

　詳しくは当校または最寄のハローワ

ークへお問い合せください。

●受付期間

　１１月１日（金）～１１月２０日（水）

●問い合せ

　国立北海道障害者職業能力開発校

　　　　　　　　　�（０１２５）５２－２７７４

ごごごごごごごごごごごご存存存存存存存存存存存存知知知知知知知知知知知知でででででででででででですすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかか？？？？？？？？？？？？　　ご存知ですか？　　
国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金のののののののののののの任任任任任任任任任任任任意意意意意意意意意意意意加加加加加加加加加加加加入入入入入入入入入入入入制制制制制制制制制制制制国民年金の任意加入制度度度度度度度度度度度度度
老齢年金（６５歳から受け取れる年金）

は、２０歳から６０歳になるまでの４０年間

保険料を納めなければ、満額の年金を

受け取ることができません。

国民年金保険料の納め忘れなどによ

り、保険料の納付済期間が４０年間に満

たない場合は、６０歳から６５歳になるま

での間に国民年金に任意加入して保険

料を納めることにより、満額に近づけ

ることができます。

なお、老齢基礎年金を受けるために

は、保険料の納付済期間や保険料の免

除期間などが原則として２５年以上必要

となりますが、この要件を満たしてい

ない場合は、７０歳になるまで任意加入

することができます。ただし、昭和４０

年以前に生まれた方に限られます。

北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道最最最最最最最最最最最最低低低低低低低低低低低低賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃金金金金金金金金金金金金がががががががががががが　北海道最低賃金が　
改改改改改改改改改改改改定定定定定定定定定定定定さささささささささささされれれれれれれれれれれれまままままままままままましししししししししししし改定されましたたたたたたたたたたたたた

北海道内で事業を営む使用者やその

事業場で働くすべての労働者（臨時、パ

ートタイマー、アルバイトなどを含む）

に適用される北海道最低賃金が、次の

とおり改定されます。

●最低賃金額

　『７３４円』

●効力発生年月日

平成２５年１０月１８日

●問い合せ

　帯広労働基準監督署　　�２２－８１００

自自自自自自自自自自自自衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛官官官官官官官官官官官官をををををををををををを募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集ししししししししししししまままままままままままま  自衛官を募集しますすすすすすすすすすすすす

●問い合せ

　帯広市西５条南１４丁目ＮＣサウスビル

　自衛隊帯広募集案内所　�２３－８７１８

道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯広広広広広広広広広広広広高高高高高高高高高高高高等等等等等等等等等等等等技技技技技技技技技技技技術術術術術術術術術術術術専専専専専専専専専専専専門門門門門門門門門門門門学学学学学学学学学学学学道立帯広高等技術専門学院院院院院院院院院院院院院
平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生募募募募募募募募募募募募平成２６年度学生募集集集集集集集集集集集集集

地域に貢献できる創造性豊かで活力

のある技術者・技能者を養成するため、

北海道立帯広高等技術専門学院では平

成２６年度入学生を募集します。

●募集科目

電気工学科／金属加工科／自動車整

備科／建築技術科／造形デザイン科

●訓練期間

　平成２６年４月～平成２８年３月

●受験資格

高等学校卒業以上の方（見込み含む）

●定　　員　

　各科目２０名

●受付期間

入隊時期試 験 日募集締切募集資格募集種目

平成２６年

３月下旬 

（予定）

１１月２４日１１月１８日
１８歳以上

２７歳未満自衛官候補生

（　男　性　）

１２月８日１２月４日

15 各課・施設の電話／メールアドレス　�　保健福祉課　　　　　�５３－３０００　�hoken@sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　�　国民健康保険診療所　�５２－２３０１　�shinryousyo@sarabetsu.jp

赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤いいいいいいいいいいいい羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽根根根根根根根根根根根根共共共共共共共共共共共共同同同同同同同同同同同同募募募募募募募募募募募募金金金金金金金金金金金金運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動赤い羽根共同募金運動ののののののののののののの
おおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知ららららららららららららお知らせせせせせせせせせせせせせ

『じぶんの町を良くするしくみ。』を

メインテーマに１０月１日から赤い羽根

共同募金運動が全国一斉に始まりまし

た。皆さんからいただいた募金は、地

域のさまざまな福祉活動やボランティ

ア活動の普及と振興のために、また、

ハンディキャップをお持ちの方々の社

会自立の支援などに役立てられます。

今年も皆さんからのご協力をお願い

します。

●問い合せ　

　社会福祉法人　北海道共同募金会

　　　　　　　　�(０１１)２３１－８０００

  すすすすすすすすすすすすずずずずずずずずずずずずららららららららららららんんんんんんんんんんんん無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料法法法法法法法法法法法法律律律律律律律律律律律律相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談のののののののののののの　　すずらん無料法律相談の　
開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催ににににににににににににつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいい　　開催についててててててててててててて

釧路弁護士会が主催する「すずらん

無料法律相談」が、下記日程で開催され

ます。

弁護士が日頃の悩みや法律に関する

さまざまな相談にお答えします。

秘密は守られますので安心してご利

用ください。

●日　　時

　１１月１日（金）　１３時００分～１６時００分

●場　　所

社会福祉センター　応接室

●申し込み・問い合せ

役場総務課庶務係　　　�５２－２１１１

不不不不不不不不不不不不要要要要要要要要要要要要ににににににににににににななななななななななななっっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたたた本本本本本本本本本本本本ななななななななななななどどどどどどどどどどどどでででででででででででで　　　　不要になった本などで　　　　
森森森森森森森森森森森森づづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりにににににににににににに参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加ししししししししししししまままままままままままませせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんん森づくりに参加しませんかかかかかかかかかかかかか
　北海道森と緑の会では「古本で募金」

プロジェクトを行っています。ご家庭

で不要になった本やＣＤなどを連携先

であるブックオフが回収・買取し、そ

の全額が森と緑の会に寄付され、北海

道の森づくりに活用されるという取り

組みです。回収費用は無料です。ぜ

ひ、あなたもご参加ください。詳しく

はhttp://www.h-green.or.jp/usedbooks/

をご覧ください。

●問い合せ

　公益社団法人　北海道森と緑の会

　　　　　　　　　�（０１１）２６１－９０２２

建建建建建建建建建建建建退退退退退退退退退退退退共共共共共共共共共共共共加加加加加加加加加加加加入入入入入入入入入入入入促促促促促促促促促促促促進進進進進進進進進進進進強強強強強強強強強強強強化化化化化化化化化化化化月月月月月月月月月月月月間間間間間間間間間間間間建退共加入促進強化月間ののののののののののののの
実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施ににににににににににににつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいてててててててててててて実施について　　

建設業退職金共済制度は、建設業で

働く労働者の福祉を向上させる施策の

一つとして昭和３９年に創設されまし

た。以来、北海道における共済契約者

は１０，８７２企業を数えます。

しかし、この契約者数は北海道の建

設業全体で見ると満足できる状態では

ありません。そのため、１０月１日から

１０月３１日までを「建設業退職金共済制

度加入促進強化月間」と定め加入促進

を進めています。

●問い合せ

　独立行政法人　勤労者退職金共済機構

　建退共北海道支部      �（０１１）２６１－６１８６

不不不不不不不不不不不不法法法法法法法法法法法法投投投投投投投投投投投投棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲滅滅滅滅滅滅滅滅滅滅滅滅不法投棄撲滅へへへへへへへへへへへへへ

村では不法投棄の撲滅を図るため、

住民参加によるクリーン作戦の実施や

注意看板の設置などによる啓発、早期

発見・早期撤去などによる不法投棄の

誘引防止などの対策に取り組んでいま

す。

今年度、環境省の協力により不法投

棄を監視することができるビデオカメ

ラを設置しました。このことで不法投

棄の抑制や迅速な早期発見・早期撤去

に加え、悪質な不法投棄の場合、警察

への映像の適用により法的措置をとる

ことができるようになりました。

今後も監視カメラを設置だけではな

く、地域住民の方のご協力をいただき

不法投棄の抑止を図り美しい村づくり

を進めていきます。

●問い合せ

役場住民生活課環境衛生係　　　　

　　　　　　　　　　　�５２－２１１２

ポイ捨ては犯罪です！！

ささささささささささささららららららららららららべべべべべべべべべべべべつつつつつつつつつつつつ大大大大大大大大大大大大収収収収収収収収収収収収穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭をををををををををををを   さらべつ大収穫祭を　
開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催ししししししししししししまままままままままままま開催しますすすすすすすすすすすすす

　例年８月下旬に開催していました

「さらべつふるさとまつり」に代わり、

「ＪＡさらべつ青年部」との共催で、食

の一大イベント『さらべつ大収穫祭』を

開催します。

　会場には更別の味覚が大集合！ＪＡ

青年部恒例のご当地バーガーやご当地

スイーツの販売はもちろん、さらべつ

産うどんをはじめ、北海道ホテル監修

の大鍋や「十勝農園」料理長による更別

和牛のステーキ実演販売を行います。

さらに、指定のグルメスタンプラリー

を制覇した方には景品のプレゼントも

用意しています。

　さらべつかしわ太鼓によるオープニ

ングや大道芸、よさこいなどのステー

ジショー、トラクターの展示やおもし

ろ自転車などファミリー向けコーナー

もあり、ご家族皆さんで楽しんでいた

だけるイベントとなっています。ぜひ

ご来場ください。

●と　き

　１０月２７日（日）　１０時００分～１４時００分

●ところ

　ふるさと館／屋外広場

●問い合せ

　さらべつ大収穫祭実行委員会

　事務局　役場産業課商工労働観光係

　　　　　　（ふるさと館内）�５２－２２１１

トトトトトトトトトトトトレレレレレレレレレレレレーーーーーーーーーーーーニニニニニニニニニニニニンンンンンンンンンンンンググググググググググググセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタトレーニングセンターーーーーーーーーーーーー
火火火火火火火火火火火火曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日日日日日もももももももももももも開開開開開開開開開開開開館館館館館館館館館館館館ししししししししししししまままままままままままま火曜日も開館しますすすすすすすすすすすすす
１１月から３月までの冬期間、農業者

トレーニングセンターを火曜日も開館

します。冬期間の体力の維持、向上に

お役立てください。

ただし、村総合文化祭作品展示会が

行われる１１月１日（金）から１１月５日

（火）の正午まではアリーナを使用する

ことができません。

●問い合せ　

教育委員会事務局社会教育係

　　　　　　　　　　　�５２－３１７１
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泉
心
寮
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

寮
長（
農
業
科
３
年
）　

平
野　

伶

４
月
に
新
入
生（
男
子
３
人
、
女
子
２
人
）

が
加
わ
り
男
子　

人
、
女
子
５
人
の
合
計　

１４

１９

人
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
始
め
は
１
年
生

も
親
元
を
離
れ
て
の
生
活
な
の
で
戸
惑
い

も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
歓
迎
会
や
先
輩

た
ち
と
の
交
流
で
徐
々
に
寮
生
活
に
慣
れ

て
い
け
た
と
思
い
ま
す
。
遠
く
か
ら
来
て

い
る
生
徒
も
お
り
、
寮
で
同
級
生
や
先
輩
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
に
よ

っ
て
学
校
に
も
馴
染
め
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
寮
生
に
な
っ
て
１
年
生
が
一
番

驚
い
た
の
は
寮
で
の
ご
は
ん
の
美
味
し
さ

だ
と
思
い
ま
す
。
寮
の
ご
は
ん
は
賄
い
の

林
さ
ん
が
朝
、
お
昼
の
お
弁
当
、
晩
ご
飯
と

三
食
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
朝
と
夜
は

寮
生
も
当
番
制
で
林
さ
ん
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。
自
分
達
が
手
伝
う
こ
と
に
よ
っ

て
達
成
感
を
感
じ
ら
れ
、
料
理
を
覚
え
ら
れ

る
の
も
寮
の
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

林
さ
ん
が
作
る
料
理
は
ど
れ
も
お
い
し
く
、

先
生
た
ち
も
寮
に
来
る
と「
ご
は
ん
を
食
べ

過
ぎ
て
し
ま
う
！
」と
言
っ
て
い
ま
す
。
も

し
食
べ
た
い
物
が
あ
れ
ば
林
さ
ん
に
お
願

い
し
た
ら
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
か
わ

り
お
手
伝
い
す
る
こ
と
は
絶
対
で
す
！

ま
た
、
寮
の
前
に
は
畑
が
あ
り
、
そ
こ
で

作
物
や
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。
先
生
た

ち
も
指
導
、
協
力
を
し
て
く
れ
、
今
年
は
２

年
生
が
中
心
と
な
っ
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
カ

ボ
チ
ャ
、
大
根
、
ス
イ
カ
、
水
菜
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
栽
培
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
収
穫
し
た
も
の
は
調
理

し
て
食
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
泉
心
寮
は
大
変
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
先
生
や
林
さ
ん
な
ど
の
助
け

も
あ
り
、
毎
日
寮
生
み
ん
な
で
楽
し
く
生
活

し
て
い
ま
す
。
寮
長
と
し
て
泉
心
寮
の
よ

い
伝
統
を
後
輩
た
ち
に
し
っ
か
り
と
伝
え
、

残
り
の
寮
生
活
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

16

　

泥
棒
は
必
ず
下
見
を
し
ま
す
。

普
段
か
ら
空
き
巣
対
策
を
心
掛

け
た
生
活
を
す
る
こ
と
で
侵
入

さ
れ
る
可
能
性
が
低
く
な
り
ま

す
。

◆
施
錠
は
確
実
に

　
　

玄
関
や
窓
に
は
補
助
錠
な

　

ど
を
使
い
、ご
み
出
し
や
買
い

　

物
な
ど
短
時
間
の
外
出
で
も

　

施
錠
を
す
る
よ
う
に
心
掛
け

　

て
く
だ
さ
い
。

◆
合
鍵
を
置
か
な
い

　
　

合
鍵
を
郵
便
ポ
ス
ト
の
中

　

や
植
木
鉢
の
下
に
置
か
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
新
聞
を
溜
め
な
い
よ
う
に
注
意

　
　

泥
棒
に
留
守
だ
と
気
づ
か
れ

　

な
い
よ
う
に
、長
期
間
留
守
に
す

　

る
と
き
は
新
聞
の
配
達
を
止
め

　

て
も
ら
う
よ
う
に
依
頼
し
ま
し

　

ょ
う
。

●
問
い
合
せ

　

住
民
生
活
課
住
民
活
動
係

�　
・
２
１
１
２

５２

　

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
な
ど
の

不
意
を
つ
く
よ
う
な
勧
誘
で
、
自
分

の
意
思
が
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま

に
契
約
を
申
し
込
ん
で
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
に

消
費
者
が「
考
え
直
す
」た
め
に
導

入
さ
れ
た
の
が
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

制
度
で
す
。
法
律
で
定
め
ら
れ
た

期
間
内
で
あ
れ
ば
、
違
約
金
を
支
払

う
こ
と
な
く
無
条
件
で
解
約
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
が
適
用
さ
れ
る
取
引
と
期
間

の
一
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
訪
問
販
売
・
電
話
勧
誘
販
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
日
間

◆
家
庭
教
師
や
エ
ス
テ
な
ど
役
務
の

　

提
供
に
よ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
日
間

◆
マ
ル
チ
商
法
な
ど
の
連
鎖
販
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
間

２０

　

村
で
は
毎
月
２
回
、
消
費
生
活
相
談

員
に
よ
る
相
談
室
を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
せ

　

産
業
課
商
工
労
働
観
光
係

　
　
（
ふ
る
さ
と
館
）�　
・
２
２
１
１

５２

1717 各課・施設の電話　�　ふるさと館　　�５２－２２１１　　　�　老人保健福祉センター　�５３－３５００
　　　　　　　　　�　どんぐり公園　�５２－２４０６　　　�　生活支援ハウス　　　　�５２－２２３３

Ｐ
Ｍ
２．
５
は
な
ぜ
体
に
悪
い

と
言
わ
れ
る
の
？
花
粉
症
を
治
す

方
法
は
？
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
ど
ん

な
車
？
そ
ん
な
疑
問
に
答
え
ら
れ

る
指
南
書
で
す
。

２
０
１
３
年
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
大
賞
受
賞
！
大
反
響
を
呼
ん

だ
２
２
８
回
に
わ
た
る
新
聞
連
載

を
ま
と
め
て
一
冊
に
。

僕
に
は
才
能
が
な
い
。
セ
ン
ス

も
な
い
。
で
も
あ
き
ら
め
る
こ
と

は
し
な
か
っ
た
。
国
際
コ
ラ
ム
ニ

ス
ト
が
贈
る
世
界
を
舞
台
に
行
き

抜
く
た
め
の
考
え
方
を
掲
載
。

不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用をををををををををををををををををををををををををををををを武武武武武武武武武武武武武武武武武武武武武武武武武武武武武武器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器ににににににににににににににににににににににににににににににすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす不器用を武器にするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

日経エコロジー／日経エコロジー／著著

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててててててててててててててててておおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおききききききききききききききききききききききききききききききたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知っておきたい基礎知識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識
３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任ののののののののののののののののののののののののののののののあああああああああああああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり１１責任のありかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
朝日新聞「原発とメディア」取材班／朝日新聞「原発とメディア」取材班／編編

原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発ととととととととととととととととととととととととととととととメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデディィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア原発とメディア２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

加藤 嘉一／加藤　嘉一／著著
環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境のののののののののののののののののののののののののののののの科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学とととととととととととととととととととととととととととととと技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技　　　環境の科学と技術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１のののののののののののののののののののののののののののののの方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方　　　　　　４１の方法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法

終戦まもない昭和２２年、「読書の力によって、平和な文化国家を
作ろう」という決意のもと、出版社や新聞会社などが加わって、
１１月１７日から第１回『読書週間』が開催されました。そのときの
反響はすばらしく、翌年の第２回からは期間も１０月２７日～１１月９
日と定められました。この運動は全国に広がりをみせ世界有数
の「本を読む国民の国」となりました。
いま、電子メディアの発達によって、世界の情報伝達の流れは
大きく変わろうとしています。しかし、その使い手が人間である
かぎり「本」が重要な役割を果たすことは変わりありません。暮
らしのスタイルに、新しい感覚での「本とのつきあい方」を取り入
れていきませんか？

「読書週間」マークの由来
ギリシャ神話の世界で「ふくろう」は、学問・技芸・知恵を司る美
貌の女神アテナの使者であり、文化の中心地アテナイ（アテネ）の
聖鳥でもありました。古代のギリシャ人たちは、賢そうな丸い目
に大きなメガネをかけた、すまし顔の「ふくろう」を知恵の象徴と
して大切にしたといいます。
森の奥深く、静かに瞑想にふけるこの「ふくろ
う」の姿こそ、読書週間のシンボルマークとしても
っともふさわしいものと考え、読書推進運動協議
会では長い間使用してきました。

図書室では、秋の読書週間にあわせて古本市を開催します。
図書室では、毎年多くの本を購入しています。それに伴い古くなっ
た本は、順次除籍しています。皆さんに親しまれてきた本を有効利用
していただくために、古本市を開いて無料配布します。

●問い合せ
　教育委員会事務局社会教育係

�５２－３１７１
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平成２５年１０月１０日発行（vol. ６１３）
更別村役場　住民生活課
〒０８９－１５９５　
北海道河西郡更別村字更別

南１線９３番地
�０１５５（５２）２１１１（代表）　  �０１５５（５２）２８１２

ホームページ  http://www.sarabetsu.jp/

Ｅメール（代表）village-office@sarabetsu.jp

■更別村の交通死亡事故死ゼロ記録

       ９２日（９月３０日現在）

■９月の村内交通事故件数

　  ２件（人身０件　物損２件）

　　　　【今年１月からの計３４件】

■９月の村内犯罪発生件数

　  ０件

　　　　　【今年１月からの計６件】

地域安全ニュース

希望者のみ掲載

戸籍の窓口

久　門　尚　二　さん　７４歳
　　　　　　　　　（錦　　町）

■人　口
３，３８０人（－３人）【内外国人９人】
　男１，６７１人（－３人）

【内外国人４人】
　女１，７０９人（±０人）

【内外国人５人】
■世帯数
　１，２９３世帯（＋１）

【内外国人４世帯】
※９月1日現在。（　）内は前月比。

人のうごき

　

9
月
４
日
、
更
別
小
学
校

で
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
年
生
か
ら
５
年
生
が

前
日
ま
で
に
学
校
の
畑
で
収

穫
し
た
野
菜
を
、
６
年
生
が

カ
レ
ー
に
調
理
し
全
校
生
徒

で
会
食
。
み
ん
な
す
ご
い
食

欲
で
お
か
わ
り
を
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
あ
っ
た
カ
レ
ー
は

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
改
め
て「
大

地
の
恵
み
へ
の
感
謝
」を
体

感
で
き
た
一
日
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お悔やみ申し上げます

平
成　

年　

月　

日
生

２４

１０

２３
錦
町

 
木  
山 　
 
稀  
翔 

き 

や
ま 

け
い 

と

く
ん

稀翔です。ハイハイにも力強さ

が増し、お姉ちゃんの後ろを追い

かけて動き回っています！日に日

に成長していく姿に癒されます！

素直で活発な子に育ってね。　 　

　　　　　　　　　　勉・かおり

更
別
村
教
育
委
員
の
皆
さ
ん
か

ら
９
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
寄
付
金
は『
子
ど
も
た
ち

の
育
成
に
関
す
る
事
業
』に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小
田
隆
さ
ん
か
ら
５
万
円
の
寄

付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
付

金
は『
そ
の
他
目
的
達
成
の
村
長

が
認
め
る
事
業
』に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


